
液体クロマトグラフから質量分析計まで最新技術紹介
『定量、定性分析のためのさまざまな分離、検出技術』

日本農芸化学会2019年度大会 ランチョンセミナー LS2-5

セミナー要旨
化学物質は動植物や細菌などによる代謝や、生化学的反応を伴わない環境中での分解反応まで、さまざまな形態に変化し、物理化学的
性質も変化します。生化学、天然物化学においてはそれらの性質を考慮しながら分析化学的手法によりそれらの生成物の構造解析や、
反応速度を評価する定量分析までを日々行いますが、そもそも分析化学自体も進歩を続けており、最新の手法を研究に取り入れることは
研究を迅速に進めるために重要となります。
このセミナーでは、液体クロマトグラフィーの検出器として、標準物質がなくてもおよその定量的評価が可能な荷電化粒子検出器や、
試料間で差異を見つけながら定性分析を実現する高分解能質量分析計まで、液体クロマトグラフをベースにした分析化学の最前線を
ご紹介します。
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